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彦根市立病院における働き方改革の取り組み
―地方自治体病院における問題点―



これまでの我が国の医療は医師の長時間労働により支えられていた
医療ニーズの変化や医療の高度化、少子化に伴う医療の担い手の減少

→ 医師個人に対する負担がさらに増加することが予想される

医師が健康に働き続けることのできる環境を整備することは、医師本
人だけでなく、患者に対して提供される医療の質・安全を確保すると
同時に、持続可能な医療提供体制を維持していく上で重要

地域医療提供体制の改革や、各職種の専門性を活かして、より質の高い
医療を提供するタスクシフト/シェアの推進と併せて、医療機関における
医師の働き方改革に取り組む必要がある。

医師の働き方改革の背景





医師の働き方の現状



医師の働き方改革の目指すもの



 彦根市立病院における取り組み

 地方自治体病院が抱える問題点

Agenda



彦根市立病院

許可病床数：438床（地域包括ケア、緩和ケア、感染・結核）
職員数：877名 常勤医師：75名 臨床研修医：8名（女性：9名）
2020年4月～新型コロナ専用病床：最大58床 1600人余りの入院
1日平均入院患者数：325人 1日平均外来患者数：879人
救急搬送数：4764件/年 救急患者数：16613人/年
手術件数：4396件/年

地域医療支援病院
臨床研修施設指定病院
地域がん診療連携拠点病院
災害拠点病院 



彦根市立病院における取り組み
平成30年彦根市立病院働き方・業務改革推進本部設置

令和4年8月働き方改革推進室の設置
夜間看護補助者（ナイトアシスタント）の配置

医師事務作業補助者の増員
タスクシフト/シェア → 64項目中41項目で取組中（取組済）
ホームページ・待合モニター等による市民への周知

日勤・夜勤看護師のマスクの色分け
令和5年5月宿日直許可（宿直）の取得

時間外勤務および自己研鑽に関する整理
長時間労働医師への面接指導体制

令和6年4月A水準予定







A水準を目指す



彦根市立病院における取り組み
平成30年彦根市立病院働き方・業務改革推進本部設置

令和4年8月働き方改革推進室の設置（院長は属していない）
夜間看護補助者（ナイトアシスタント）の配置

医師事務作業補助者の増員
タスクシフト/シェア → 64項目中41項目で取組中（取組済）
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令和5年5月宿日直許可（宿直）の取得
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長時間労働医師への面接指導体制

令和6年4月A水準予定













院長、副院長、診療局長 計6名



タ イムラインチャート

タイムラインチャート(Web画面）の画面です。

© 2023 Fujitsu Limited

【タイムラインチャート】
予定勤務情報と実績勤務情報との

差異を確認可能

【電⼦ カルテログ可視化】
端末設置場所情報と電カル操作ログを紐づける
ことで何処で、何をしていたか把握可能
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時間外申請
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 医師をはじめとした医療スタッフの確保が難しい

 時間外の救急診療が過重労働となる

 住民の病院志向が強く外来診療に時間を費やす

地方自治体病院が抱える問題点



 働きやすい病院を目指す
過重労働を軽減 キャリアアップを応援 多様な働き方に対応

給料を上げる/働き方改革が給与削減策となってはいけない

 時間外診療（救急）を減らす
非常勤医師の雇用
地域住民へのお願い 医療の集約化
フレックスタイムの導入（早出・遅出など）

 外来患者を減らし入院に注力
逆紹介をすすめる

当院の取り組みと今後の展望



年度 平成 令和

救急患者数

救急搬送数

救急センター患者数・救急搬送数
人 台

21095
2055419567

13678

16461

4090
4308 4346

3854

4492



許可病床数：平成14年7月～平成24年3月 470床
平成24年4月～ 458床
平成29年3月29日～ 438床

稼働病床数：平成14年7月～平成15年6月 400床
平成15年7月～平成17年5月 450床
平成17年6月～平成18年3月 470床
平成18年4月～平成20年3月 450床
平成20年4月～平成24年3月 409床
平成24年4月～平成26年8月 397床
平成26年9月～令和2年4月 396床
令和2年5月～ 408床

1日平均入院患者数と1日平均外来患者数

年度

人

平成 令和

人

311

345          
327332 338

1日平均入院患者数

1日平均外来患者数
937 794

860
  948938



最後に

 働き方改革により医療の質が落ちることがあってはいけないが
患者サービスは低下する

 住民（県民）を巻き込んだ議論と理解が必要である
 行政の様々なサポートにも期待したい


